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 栄養管理は、あらゆる疾患の患者さんに共通した最も基本的な医療の一つです。たとえば、薬が処方さ

れるとき、体のサイズに合わせて投与量を決定します。しかし、食事はどうでしょう。男性でも女性でも

２０歳でも８０歳でも何も気にしなければ同じ食事が出ます。体の大きさが違えば必要なエネルギーなど

の量も変わるはずです。栄養が偏
かたよ

ったり不足したりする場合には治療効果も異なってきますし、感染症や

合併症の増加が知られています。 

 一方で、わが国では栄養管理の重要性が認識されるようになってから歴史が浅いために、医療における

栄養に関する教育が必ずしも十分とは言えません。医学部の講義でも栄養に関するものはなかったのです。

そのため、術後、栄養がもっとも必要な時期に板チョコ１枚分の点滴のみで栄養を管理するということが

経験的に行われていたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栄養管理を個々の患者さんや各疾患の治療に応じて適切に実施すること

を栄養サポート（Nutrition Support）といいます。この栄養サポートを職

種の壁を超えて実践する集団（チーム）がＮＳＴ（Nutrition Support 

Team；栄養サポートチーム）です。 

 ＮＳＴの役割は、栄養管理に関して医師・看護師・栄養士・臨床検査技

師・薬剤師・理学療法士・事務部門などがそれぞれの専門知識を持ち寄り、

栄養評価を行い、回診し、検討を行った上で主治医への報告・アドバイス

を行うこと、栄養管理に関する新しい知識の紹介や啓発を行うことです。 

 当院でも平成６年から延べ８,０００人に対して行われてきた栄養士による栄養支援を発展させる形と 

して、昨年の６月から勉強会、回診などを通して準備を始め、今年４月からＮＳＴ委員会を設立し、稼動 
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栄養サポートチーム（ＮＳＴ）について 



しております。全職員が栄養管理という治療の土台を理解し実践し、患者さんの治癒
ち ゆ

に貢献できるよう努

力しております。ＮＳＴ導入により、患者さんにより質の高い医療を提供することができ、早く元気にな

っていただき、そしてきちんと食べられる状態で退院していただけるようになることが、一番の効果と考

えております。 

 

 

 
 

女性専用外来担当（中央検査部長） 吉 田  カツ江 
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当院に女性専用外来が開設されて約１年９ヶ月が経過しました。そこで受診状況をご報告し、再びご案

内申し上げます。本外来は現在完全予約制・自費診療（５,２５０円）のもと毎週月曜の午後に行ってお

ります。現在まで、延べ１１９名の患者さんが受診しました。その年齢層は１０歳代から８０歳代までと

幅広く、４０・５０歳代の患者さんが全体の４４.５％でした。女性専用外来受診の動機は、以下の如く

様々です。 

１． どの科を受診してよいかわからない。 

２． 相談相手がいないので、とりあえず駆込み的に受診。 

３． 思春期から更年期・老年期の産婦人科症状を有する。 

４． 病気のセカンドオピニオンを聞きたい。 

５． 様々な精神症状を有する。 

６． 予約時、恥ずかしくて症状を言えない程悩んでいる。 

７． 虐待 

８． 紹介患者 

  女性専用外来では、一人の患者さんに約一時間かけて、カウンセリングを含め、診察を行っております。

特に婦人科疾患が想定される場合は「更年期外来」の岡村寿子
としこ

先生に紹介し診察・治療をお願いしており

ます。約４０％の患者さんを更年期外来に紹介しています。 

カウンセリングのみの患者さんは約３５％です。その他の専門外来への紹介も、随時行っております。特

に皮膚科、耳鼻科、泌尿器科、内科、歯科などです。 

  女性専用外来をはじめて、実に様々な訴えを持った患者さんが来院し、診察をしておりますが、この外

来は女性の総合外来的要素と振り分け外来的要素を兼ね備えております。 

  女性の生涯を通じての健康づくりをサポートし、生き生きとした心豊かな人生を送っていただけますよ

う医療の面からお手伝いさせていただきます。さらに充実した女性専用外来にしたいと思います。 

お気軽に女性専用外来をご利用くださいませ。なお予約は電話 ０２７７－４４－７１７１ 医事課で受け

付けております。 

女性専用外来のご案内－受診状況－ 



[ 高気圧酸素治療装置 セクリスト ]

   緊急時の携帯電話の使用について 

サービス向上委員会委員長（副院長） 竹 内   東
はる

 光
みつ

 

 

患者さんの携帯電話使用については、サービス向上委員会内に検討委員会を設け討議を

重ねてきました。全国的にも院内携帯電話使用可能の病院も出始めました。検討の結果、①医療器械への

影響を再調査し、②心臓ペースメーカー装着患者さんと一般患者さん（１００人）からアンケートをとり

ました。その結果、医療機器には（２５cm 程度離せば）強い影響はほとんどなく、患者さんの意見として

も場所を限ってマナーを守って使えば利便性の方が高い、という結論に至りました。 

そこで、２００５年９月１日から、緊急時には、①病院正面玄関付近、②外来救急治療室横の公衆電話

付近、③２階健診室待合コーナー、④病棟面会コーナー、⑤病棟デイルーム、⑥人間ドックにおいて、携

帯電話が使用できることになりました。可能場所については今後も検討していきます。なお病院の中でも

あり、安静を保ちたい患者さんも同時にいらっしゃることを踏まえ、緊急時にお使いくださるようお願い

いたします。 

 

 高気圧酸素治療について    麻酔科診療部長  佐 藤   淳
じゅん

 

 

高気圧酸素治療とは、気圧を私たちが吸っている大気の２倍に上

げ約１時間半、１００％の酸素をマスクから吸入する治療です。装

置は全長２.５m、内径７０cm の透明な筒状のカプセルで、この中

で横になり通常は不可能な２００％の酸素を吸入するという画期的

な方法です。 

当院の高気圧酸素治療は、平成２年３月より稼動し、現在までに

患者数（１,００８名）、治療回数は（１１,１００回）を数えてい

ます。治療の対象となる診療科はほぼ全科にわたっています。なか

でも多いのは意外にも突発性難聴という耳鼻科の疾患で、劇的な効

果のある患者さんがいます。また、糖尿病、動脈硬化などから発症する慢性血行障害や難治性潰瘍
かいよう

や一酸

化炭素中毒など、多くの疾患があります。大気圧力下での空気呼吸に比べ１０数倍もの大量の酸素が供給

されるため組織の酸素欠乏の改善に効果は大です。 

一般に高気圧酸素治療は純酸素で加圧しますが、爆発の危険があるため、当院の装置は全国でも数少な

い「空気加圧」という方式になっています。院内で医療用液化酸素と液化窒素から人工的に造られた空気

によって行うため、安全性が高く安心して治療を受けられます。平成１０年１２月には新しく装置も入れ

替え、定期的な安全管理も行っています。これまであまり知られていない分野ですが，患者さんに信頼さ

れ地域にも貢献できる高気圧酸素治療を目指し、より充実させていきたいと考えています。 

 

※外来担当医表はホームページ内で公開していますので省略いたしました。 

 

 
 

 

≪基本理念≫ 
向学心と優しさに満ちた医療 

≪基本方針≫ 
1. 私たちは、患者さんの人権を守り、患者さん中心の安全で優しさに満ちた医療を行うよう努めます。 

2. 私たちは、日々研鑚し、患者さんに良質で高度の医療技術と医療サービスを提供するよう努めます。 

3. 私たちは、地域中核病院として、他の医療機関との連携を推進し、地域医療のニーズに応えるよう努めます。

4. 私たちは、地域に密着した医療を提供し、地域住民の厚い信頼を得るよう努めます。 


